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中
世
仏
教
に
お
け
る
儀
礼
テ
ク
ス
ト
の
総
合
的
研
究

阿
部
泰
郎

は
じ
め
に

❶
儀
礼
テ
ク
ス
ト
の
核
と
し
て
の
願
文
と
表
白

❷
二
月
堂
修
二
会
の
儀
礼
テ
ク
ス
ト
の
空
間

❸
唱
導
の
儀
礼
テ
ク
ス
ト
―
大
導
師
作
法
の
系
譜

❹
呪
師
作
法
の
儀
礼
と
芸
能
―
呪
師
の
法
儀
と
猿
楽
の
芸
能

❺
常
行
堂
の
法
儀
と
堂
僧
の
念
仏
―
声
明
の
系
譜

❻
講
式
を
読
む
―
儀
礼
テ
ク
ス
ト
に
よ
る
諸
位
相
の
統
合

［
論
文
要
旨
］

　

日
本
仏
教
の
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
展
開
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
諸
儀
礼
を
場
と
し
、
そ
れ

を
生
成
し
、
ま
た
そ
の
所
産
と
し
て
成
立
し
た
テ
ク
ス
ト
を
「
儀
礼
テ
ク
ス
ト
」
と
い
う
概
念
で
カ

テ
ゴ
リ
ー
化
す
る
。
こ
れ
を
、
仏
教
を
構
成
す
る
各
種
の
宗
教
テ
ク
ス
ト
の
中
に
位
置
付
け
、
そ
の

位
相
と
機
能
を
と
ら
え
直
す
こ
と
を
試
み
る
。 

　

❶
で
は
公
家
と
寺
家
に
よ
る
仏
教
儀
礼
の
焦
点
と
な
っ
た
「
願
文
」
と
「
表
白
」
を
中
心
に
、
平 

安
時
代
に
成
立
し
た
儀
礼
と
テ
ク
ス
ト
の
関
係
構
造
を
分
析
し
、
こ
れ
を
象
る
文
芸
テ
ク
ス
ト
に
及

ぶ
。

　

❷
は
東
大
寺
二
月
堂
修
二
会
の
儀
礼
テ
ク
ス
ト
体
系
に
つ
い
て
、「
式
帳
」 

と
「 

練
行
衆
修
中
日

記
」
お
よ
び
「
神
名
帳
」
と
「
過
去
帳
」
か
ら
分
析
し
、悔
過
作
法
に
加
え
て
そ
の
「
大
導
師
作
法
」

と
「
呪
師
作
法
」
が
中
世
仏
教
儀
礼
体
系
の
大
き
な
二
系
列
を
成
す
こ
と
を
指
摘
す
る
。 

　

❸
は
、
そ
の
「
大
導
師
作
法
」
の
系
譜
上
に
位
置
す
る
「
表
白
」
の
側
を
担
う
安
居
院
の
唱
導
テ

ク
ス
ト
の
体
系
を
『
転
法
輪
鈔
目
録
』
の
分
析
を
通
じ
て
復
原
し
、
そ
の
具
体
事
例
と
し
て
金
沢
文

庫
蔵 「
賀
茂
神
主
堂
供
養
」
を
紹
介
す
る
。

　

❹
で
は
、
呪
師
作
法
の
天
台
宗
で
の
展
開
と
し
て
比
叡
山
延
暦
寺
根
本
中
堂
修
正
会
の
呪
師
作
法

の
法
儀
を
長
宴
が
記
し
た
、
真
福
寺
蔵
『
中
堂
呪
師
作
法
』
を
紹
介
す
る
。 

　

❺
は
「
呪
師
作
法
」
の
系
譜
に
位
置
す
る
天
台
寺
院
修
正
会
の
故
実
書
『
常
行
堂
故
実
双
紙
』
や
、

常
行
堂
に
お
い
て
堂
僧
に
よ
り
展
開
し
た
過
去
帳
を
含
む
儀
礼
テ
ク
ス
ト
体
系
の
存
在
を
指
摘
し
、

『
融
通
念
仏
縁
起
絵
巻
』
が
実
現
し
た
テ
ク
ス
ト
複
合
に
及
ぶ
。  

　

❻
は
、
中
世
に
多
様
な
展
開
を
見
せ
た
仏
事
法
会
が
「
講
式
」
と
い
う
儀
礼
テ
ク
ス
ト
形
式
に
お

い
て
統
合
さ
れ
る
こ
と
を
、
歴
博
田
中
旧
蔵
本
「
舎
利
供
養
式
」
を
紹
介
し
つ
つ
論
ず
る
。
以
上
の

考
察
に
よ
っ
て
、
綜
合
的
に
中
世
仏
教
儀
礼
テ
ク
ス
ト
体
系
の
輪
郭
を
素
描
し
て
み
た
い
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
儀
礼
テ
ク
ス
ト
、
宗
教
テ
ク
ス
ト
、
願
文
・
表
白
、
唱
導
、
呪
師
、
講
式
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